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して効果が弱 くこのため一つでも多 くの新 しい









































アスパ ラギ ン 2.0g




































Silicone-coated Slide Culture Method8･9)
(SSC法と略記)に用いた｡化学用石油ベンジンの約












1. 実 験 方 法
常法の逓減倍数稀釈法によった｡即ち,小試
験管(径 15mm,長さ 150mm)10本を併列 し,
10%牛血清加キル ヒナ-培地を第 1円に 3.6m1
第 2管以下,第10円までには,2.Omlづつ分注
し,第 1符に被検薬液 0.4mlを加え,10倍稀釈
に し,駒込 ピペ ッ トにて才覚iLil'･-,その 2.Omlを第
2符に移 し,以下第 9管まで倍数稀釈 し,第10
円は薬剤を含まない対照培地 とした｡ つ い で
Tween-albumin稀釈蘭液を 駒込 ピペ ッ トで滴
下,370C 4週間培養後判定 した｡
被検薬剤は 1314Th及び対照薬剤 として dih-
ydrostreptomycin(DHSM)を用い,増地 pHは
5.5,6.5,7.5,の 3柿, 接種商量は培地 1ml
当 り0.1,0.01,及び 0.001mgの 3種であ る｡







0.01 :2.5 0.625･ 0.313
t~~~ : ~:二 二 二 ∴ 二
使用培地 :10%牛血清加キルヒナ 培ー地
表 1に示 した｡先づ培地 pH についてみ ると
対JLltくそ薬剤の DHSM は,培地 pH がアルカ リ性
になるに従 って制菌力が著明に増強されたが,
1314Thは培 地 pH には殆んど影響をうけず,
例えば接種菌 違 0.1mgのとき,培地pH 5.5の




著明に低下 したのに反 して,1314Th は接種繭
量 0.001mg のときは 0.625γ/ml.0.1mg のと



















2. 実 験 成 績
表2 各種培地における 1314Thの
発育阻止最低濃度 (MIC)

























ヒナー原液と非働性血清に滅菌蒸潜 水 を 混 和


































ルヒナー培地における制菌力 を 1とす る と,
90%牛血清加キルヒナー培地における制菌力は
1/4となり, 2週間判定では,2.5γ/m14週













を 1枚づつ投入, 37'JC uj卵字卵器で培養 し,そ
の内の 1系列は週 2回,新たに作成せる同様の
倍数稀釈列-スライ ドを帯換 し,他の 1系列は
局,対照ミ薬剤として INH を用いた｡
2. 実 験 成 績
表5 培地置換培養法による 1314Thの
制菌作用






















PAS,INH,KM 及び VM 耐性株で,菌液はガ
ラス玉 コルベンによる磨砕法で作成 した｡判定
は培養開始後 4週間である｡
2. 実 験 成 績
表 6の如き成績を得た｡1314Thの MICはい
づれの菌に対 して も 0.625-1.25γ/mlで,試験
管 1管を実験誤差と考えると,1314Thは SM,


































判定は培養開始後 4週間, INH のみは 2週
間とした｡




























接種菌量 :0.01mg 4週判定(*INH は2週)
使用培地 :10%牛血清加キルヒナ-培地
- - 188 -















































2. 実 験 成 績
表9 1314Th未使用患者より分離した97株
に対する 1314Thの制菌作用
















表 9に示 した如 く, 検査 した 97株 のうち,
1314Thlγ/mlで阻止 したもの84株 (86.6%)
2γ/mlで阻止 したもの6株 (6.2%) 5γ/mlで

























蓑 10 1314Th内服患者より分離した44株に対すろ 1314Thの制菌作用
-189-
1314Th 内 服 期 間
























1. 実 験 方 法
SSC 法8,9)を用いた｡即ち10%牛血清加キル
ヒナ-培地を用い,第 1管の 1314Th 濃度が
100γ/mlの倍数稀釈系列 (lo門) 2系 列 を 作
り,これに 0.1mg/ml石油ベンジン H37Rv株
浮肪液を用いて,結核菌を吸着 させたシリコン
被覆スライ ドを投入 し, 37oC で薬剤を作用さ
せ,次いで, 7Eh 14日,21円,及び28｢1後に
1系列づつ取 り出し,各スライ ドを 3回づつ滅
菌生理的食塩水で洗液 した後,1314Th を含ま
ない10%牛血清加キルヒナー培地r回 こ移 し,iLL-
に 37ccで 4週間培養 し,スライ ド上の菌発百
の状態を観察 し,菌発育の認められない ものを
殺菌効果があったものと判定 した｡
2. 実 験 成 績
表11 1314Thの単独殺菌効果
作 用 日 数 殺菌 最低 濃 皮




所謂 t殺菌効果'を得を得 るに要 した 1314Th
の最低濃度 γ/mlを作用期間別 に表示 した もの
が表11である｡即ち,1314Th の殺菌効果は,
1314Th と菌 との作用時間が延長す るに従 って
著明に増加 し,28日接触の場合には,殺菌最低




剤 の制菌力に与える接種商量および増地 pH a)
影響を検討 し,一般に接種蘭量の 大 な る杵,
MICが低下する傾向にあり,とくに PAS,TBI,
PZA に於て著明であ り,又,DHSM,TBI,VM
及び KM に於てはアルカ リ性で, PZA,SIは
酸性で制菌力が増強され ると報告 して い る｡
1314Thについて 問 13)らは小川 ･1里也では接種商
量が 10-1mgの場合に比 し 10~5mgでは制簡力




1314Th は接種菌 壷の変化 (0.1-0.001mg)に
よる MIC の動 きは,わずかに 2倍にすぎず,








γ/ml 1%小川培地では 31･3γ/ml となった｡
諸家の成績 と比較す るため,表12を作成 してみ
たが,これをみ ると,キルヒナ-培地の MICは
Rist3)戸 田 15) らの成績 とほぼ等 しく,Tween-
albumin培地のMICは堂野前17)らの成積 とほぼ
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表 12 文献よりみた 1314Thの Minimum lnhibitoryConcetration






































































































著者は10%牛血清加キルヒナ-培地 を 用 い て
SSC法にて 1314Th未治療患者より 分離 した
97株について,1314Thの感受性を検討 し,1γ/ml
以上の耐性株は13株 (13.4%)2γ/ml以上の耐

















菌力は増強され, 4週間接触の際は MIC に近
い値を示すことが明らかとなったのである｡文
献的には 1314Thの殺菌力に闇する報'1-は非常
に少な く,わずかに Lucchesi22) ら が 1314Th
looヮ/mlの液に菌を接触させておいて も,12日
間接触させなければ殺菌作用はみ られず,殺菌
作用は INH に劣ると手配.A-しているのがみ られ
る程度である｡








な Minimum inhibitory concentration の変
化を示 し,10%牛血清加キルヒナ-液体培地の









(5)1314Thは TBI を除 く他の抗結核剤と
交叉耐性をもたない｡
(6)1314Thは TBI に対 して一方向的部分
的交ヌ耐性を示 した｡
(7)1314Th未使用患者分離株97株の申 86.6
%は 1γ感性, 7.2%は 2γ以上の耐性を示 し





用時間が延長す るに従 って著明に増加 し,4週
間接触の場合の最低殺菌濃度は Minimum inhi-
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